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四万十の風音
かざ ね

森＆川だより
しん せん

八面山より（左側滑床山）

◇松野南小学校で森林教室を開催

☆「わくわくの森」で森林教室☆

１２月１９日、愛媛森林管理署と愛媛県

松野町立松野南小学校が協定を結んでいる

目黒山国有林の「遊々の森・わくわくの森」

で、同校の児童を対象に森林教室を開催し

ました。

宇和島首席森林官からは、森林のはたら

きと大切さを、当センター所長からは滑床

山周辺のシカ被害について話しました。

また、昨年春に児童たちが植樹したヤマ

ザクラを観察しました。児童たちが「わく

わくの森」に植えたヤマザクラの成長の様

子を知るとともに、滑床の自然や森林の仕

組みを学習する機会になりました。

◇ 西 ヶ 方 小学校で木工教室を開催
にし が ほう

１月１４日、高知県四万十市立西ヶ方小

学校全校児童１８名を対象に木工教室を開

催しました。

木工教室を始める前に「森林からのおく

りもの」と題した紙芝居を使って、森林の

働きなどを説明すると、児童は熱心に聴き

入っていました。

シカ被害についての説明に聴き入る児童

また、途中では矢継ぎ早の質問も出て、

講師も返答するのに大変な場面もありまし

た。木工では、低学年はキーホルダーなど

の小物、高学年はタヌキやおひな様を選び、

それぞれ助け合いながら無我夢中になって

作製していました。

◇弘見小学校で森林教室を開催

☆この木変な木？初めて観る樹木に感嘆☆

１月１６日、高知県大月町立弘見小学校

５年生２４名を対象に、足摺亜熱帯自然植

物園（高知県土佐清水市）で、総合学習の

一環としての植物教室を行いました。

これは地域の自然を学習し、自然環境に

も関心を深めることを目的に実施したもの

で、園内では、整備された遊歩道を歩きな

夢中で作製する児童たち

お ひ な 様 ・ 完 ぺ き ！見事な作品です

第２０号 平成２１年３月１２日

四万十川の春



- 2 -

がら植物を観察したり、当センターの職員

が樹木等の特徴などを解りやすく説明しま

した。ショウベンノキ、バクチノキなど普

段身近で見られない樹木や、ゴクラクチョ

ウカなど初めて観る植物に、「ヘェー、お

かしな名前、変わった植物」とか、アコウ

は、別名「絞殺木」と言われ、他の樹木を
こうさつ ぼく

絞め殺し成長することを説明すると、一同

に「恐ろしい、怖い木だー」などビックリ

した様子でした。

先生からは「身近にこのような植物園が

あることは知りませんでした。珍しい植物

を観察でき子供共々感動しました。普段見

られない亜熱帯植物の観察は有意義で思い

出深いものとなりました」との感想が寄せ

られました。

◇平成２０年度四国森林・林業研究

発表会で成果を発表

１月２２日、２３日に四国森林管理局で

開催した「平成２０年度四国森林・林業研

究発表会」において、「滑床山国有林シカ

食害地の植生回復への取組み」を石黒自然

再生指導官が発表しました。

愛媛県と高知県の県境近くに位置する滑
なめ

床山（別称三本杭、 1,226 ｍ）では、平成
とこ やま さん ぼん くい

１２年頃から山頂のササ原や周辺の天然林

で、植生の衰退や消失が進み、裸地化が目

立つようになりました。調査の結果、主な

な原因はシカによる食害であり、既に表土

の流亡や天然林の枯損が進み、極めて深刻

な状況にあることが判明し、その対策とし

ての防護ネットの設置、ササの移植等の植

生回復の取組の報告をしました。

メモを取り熱心に聴き入る児童たち

平成元年頃の滑床山頂 平成１８年頃の山頂

消失する前の山頂周辺の原植生は「ミヤ

コザサ」でシカ食害により最近１０年ほど

で衰退、消失しました。当センターではシ

カ防護ネットを設置し、ミヤコザサの移植

（ボランティア参加）を行い、植生回復を

図っています。

シカ防護ネット ミヤコザサの移植

植生回復の取組み位置図

黒尊山

発表する石黒自然再生指導官
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平成２０年１１月現在、ネット内におい

ては、ミヤコザサや生き残りのヒカゲノカ

ズラなどが繁殖し、拡がりを見せています。

防護ネットでシカを排除することによる

植生回復に対する効果は顕著であり、また

ササの移植によりその回復を速めることも

可能であることが示されたと考えます。

当センターでは、今後もこれまでの取り

組みを継続し、ミヤコザサに覆われた滑床

山の再生に向けて積極的に取り組む考えで

す。

◇サニーマートで木工教室を開催

☆四万十マイバッグ運動に一役☆

２月１日から、高知県四万十市内（旧中

村市）の大型量販店など４店で、レジ袋の

有料化がスタートしました。

「四万十マイバッグ運動開始式典」が行

われた１日、地元スーパー「サニーマート

四万十店」では、関連行事として木工教室

が開かれ、当センター職員らが指導に当た

りました。

当日は、開店と同時にマイバッグ持参の

家族連れで賑わい、木工教室も好評で、４

０組約１００名の親子が、端材を活用した

木工クラフトを体験しました。

そして、仲良く動物の携帯ストラップや

立体作品、おひな様を完成させ、大事そう

に持ち帰っていました。

環境保全活動としてのマイバッグ運動の

推進に、再生可能な資源であり、環境材料

としての木材が一役買う木工教室となりま

した。

夢中になって木工ｸﾗﾌﾄをする親子

◇松野南小学校で木工教室を開催

☆地域の人に感謝を込めて☆

２月３日、愛媛県松野町立松野南小学校

全校児童１２名を対象に木工教室を開催し

ました。

２月末に同校で開かれる「ありがとう集

会」（感謝祭）でこの１年間お世話になっ

た地域の方々にプレゼントする動物の置物

や携帯ストラップなどの作り方を児童たち

に指導しました。

児童たちは、昨年１１月にも作品作りを

体験していること、今回は当センターにお

いてパーツをある程度加工して学校に持っ

て行ったこともあり、スムーズに作ってい

ました。

上級生が下級生に教えたり、手伝ったり

して約１時間で目標の６０個が完成しまし

た。今回の木工教室は、木材への関心を高

めることは勿論、児童たちの連帯意識を高

める良い機会になったのではと考えていま

す。

熱心に木工に取組む児童と先生
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◇弘見小学校でシイタケ駒打ち体験

☆シイタケ早く出てこないかな？☆

２月５日、高知県大月町立弘見小学校３

～５年生７１名を対象に山の学習としてシ

イタケ栽培体験を指導しました。

子ども達には、「きのこ」は好き・嫌い？

から始まり、「きのこ」の種類、「きのこ」

の迷信についての○×クイズ、そしてみん

なで「きのこの唄」を歌っておおいに盛り

上がったところで駒打ち作業に入りまし

た。

児童たちは手際よく種駒を「ほだ木」の

穴の中に入れて槌で打ち込んでいき、アッ

という間に完了です。長さ３０㎝位の「ほ

だ木」はそれぞれが家に持ち帰り、シイタ

ケが生えるまで観察し、１ｍの「ほだ木」

は学校で観察することにしています。昨年

実施した現６年生の４名からシイタケが出

ている報告を聞いており、可愛いシイタケ

が顔を出すまでは少し日数がかかります

が、「森からの贈り物」を楽しみに待つこ

とでしょう。

◇喜多小学校の児童で樹木名板取付

☆樹木の名前も解り神様も喜ぶ☆

３月９日（月）、愛媛県大洲市立喜多小

学校４年生９８名を対象に、地元の「少彦
お すく

名神社」において、境内の樹木に児童が作
な

製した樹木名板の取り付けを行い、森林（樹

初めての駒打ち作業に夢中

木）や自然環境の学習を併せた森林教室を

実施しました。

絵や文字を書き込んだ樹木名板は、前も

って児童たちが学校で作製しており、当日

は４班に分かれ、各班が一本ごとに樹木の

名前や由来、特徴などを学習しながら取り

付けて行きました。

児童たちは、「板に絵や文字を書くこと

や直接、木に触れて取り付けることをしな

がら学習することができて、自然や森林（樹

木）の大切さなどが良く解りました。楽し

かったです」、「今日の学習は家族に話し

ます。そして家族と一緒にここに来たいで

す」と言っていました。

境内では普段にない児童たちの賑わいに

さぞ神様も喜んだことと思います。

◆四万十川沈下橋シリーズ②
ちん か ばし

職員による樹木の説明

屋内大橋（口屋内沈下橋）左下流
や な い くち や ない

同（上流から撮影）右奥は黒尊

林野庁 四万十川森林環境保全ふれあいセンター
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